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春風と芽吹く若葉、桜のじゅうたんが子どもた

ちの新年度を飾ってくれているかのような、自然

の躍動を感じる頃となりました。３月に卒業生

113 名を送り、４月には新たに新入生 98 名を迎

え、全校児童 286 名で令和 7 年度を迎えます。春

は躍動の季節です。子どもたち一人ひとりの夢や

目標を花の開花にたとえるなら、学校生活の一日

一日は花を美しく咲かせるための大切な日々で

す。今年度も、教職員一同力を合わせ、子どもた

ちが希望を持って登校し、夢と目標の「花」が開

花するよう、全力で教育活動にあたってまいりま

す。 

ここで、自分が以前、読んだことがある「かも

めに飛ぶことを教えた猫」（ルイス・セプルペタ著）

という話を紹介させてもらいます。これは2019年

に、劇団四季がミュージカル化したことで話題に

もなりました。 

 

海に流された原油に汚染され瀕死の状態になっ

たカモメが、太っちょの黒猫に三つのことを頼む。        

①私の産む卵を大切に温めて欲しい 

②ヒナがかえったら大切に育てて欲しい 

③ヒナが成長したら飛ぶことを教えて欲しい 

気の良い猫はこの母カモメの願いを守ることを約

束する。太っちょの黒猫は仲間の猫たちに相談し

ながらカモメとの約束を守ろうとする。若いカモ

メは一つの卵を産み落として、それを猫に託して

死んでしまったのだ。猫たちは仲間の猫が約束し

たことを忠実に実行しようとする。それが港に住

む猫たちの誇りなのだ。太っちょの黒猫は、トイ

レに行く時間を惜しんで卵を温める。やがてヒナ

がかえった。プライドのない野良猫がヒナを狙う

が、黒猫は許さない。ネズミもヒナを狙うが、黒

猫は力でねじ伏せた。 

黒猫たちに守られ、ヒナはやがて成長してスマ

ートになった。時々空を飛ぶ自分と同じ形をした

仲間を見てため息をつく。猫たちはそんなヒナの

姿を見ながら飛ぶことを教えなければならないと

思う。しかし、彼らには空を飛んだ経験がない。

百科事典で調べて練習を始めるがなかなかうまく

いかない。百科事典の理屈はその通りなのだが、

実際はそれほど簡単にはいかない。失敗を繰り返

すうちに一生懸命な猫たちにヒナは言う。「私は猫

さん達の仲間として生きていくから飛べなくても

いいんです。」17 回目の失敗を繰り返したとき、

猫たちは会議を開いた。自分たちができないこと

を教えるのは難しい。それは分かっているのだが、

死んだ若いお母さんカモメに約束したことは、守

らなければならない。それが港に住む猫たちの誇

りなのだ。 

彼らは掟を破って人間の力を借りることにし

た。一人の詩人が選ばれて協力することになった。

彼はヒナをゆっくり教会の塔の上に連れて行き、

猫たちの見ている前で外へ放り出した。猫たちが

心配したとおりヒナはゆっくりと羽を振りながら

下に落ちていった。「自分はまだ飛べないんだ」そ

う思っているうちは、羽を振っていてもぎこちな

い。下に落ちながら「自分はカモメだ、飛べるは

ずだ」ヒナは一生懸命羽ばたいた。「自分はカモメ

だ、飛べるはずだ」ヒナの体は落ちるのをやめて

水平に移動し始めた。もっともっと一生懸命羽ば

たくと、ふわりと体が浮いた。ヒナは教会の塔に

沿って上昇を続けた。猫たちが見ている前で、大

きく羽ばたきながら、空に向かって飛んでいくカ

モメを見送りながら、太っちょの黒猫は、若い母

カモメとの約束を果たしたことに喜びを感じてい

た。それと同時に去って行くカモメの姿が涙でに

じむのがどうしようもなかった。 

 作者は、自分の息子に対するメッセージとして

この本を書いたそうです。原油の流失による事故



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 午後１７：１５から朝７：３０の時間帯については、留守番電話となります。 

⚫ 緊急で連絡が必要な場合は、学校非常災害用携帯電話（０９０－８８００－７３２３）にご連絡く

ださい。 

は環境問題からの発想でしょうか。カモメとの

組み合わせは、異なった文化・宗教の人たちが

仲良くすることの可能性を探しているのかも

しれません。それでも子どもに対する一番大切

なメッセージは、最後に書かれています。 

「猫くん成功したね。」詩人は優しくため息

をついた。「ええ、最後の最後に空中で彼女は一

番大切なことに気づいたんだ。」太っちょの黒

猫がつぶやいた。「一番大切なこと？」 

「飛ぶことができるのは、心の底からそうした

いと願った者が、全力で挑戦したときだけだ」

ということを、、、、 

 

 

「全力で挑戦すべき目標を持っていますか？」 

変化の激しいこの時代だからこそ、子ども達

にはこの中学校時代という多感な時に得る自

信は、今後の人生を支えるものになると思いま

す。上志津中学校が「自信を育む学校」となる

よう、全教職員で子ども達を支援して参ります

ので、令和 7 年度もご協力をよろしくお願いし

ます。 

行事予定については、「マチコミアプリ」のカレンダーからも確

認することができます。ぜひご活用ください。 


